
ふるさと大好き すすんで勉強する子ども

令和４年７月２５日 飯豊町立第二小学校だより

ひとりで生きているのではないから
選挙運動中の殺人という信じられないことが起きました。仙台では登校途中の女子中

学生が刺されるという事件もありました。同じ頃、アメリカでは銃乱射によっても亡く

なった人がいます。世界では戦争によって多くの人の命が奪われています。

どんな理由があろうとも、人の命を奪うなどということは絶対にあってはなりません。

自分と違う、自分の邪魔をする、相手が間違っている、他、どんな理由があろうともで

す。しかし、残念ながらそういうことをしてしまう大人は現実社会にはいます。

皆さんはどんな大人になりたいですか？戦争などは「自分だけが正しい」と思い込んで

起きています。日本も含め、世の中で起きている悲惨な現実の多くは自分のことだけを

考え、相手のことを考えないことから起きています。

振り返ってみると私たちにもそんなことはないでしょうか？皆さんは人を殺すなんて

事はしませんが、その時の感情で人をたたいたり、意地悪をしたり、悪口を言ったり、

無視したりしたことはありませんか？それらは、自分のことしか考えない、相手のこと

を考えないという点での根っこは同じです。命は勿論、人の体も心も傷つけてはなりま

せん。まして、体の傷は治ったか見てわかることがありますが、心の傷は治ったかどう

かは他の人にはわかりません。だからなおさら傷つけてはいけないのです。つい言って

しまったことやしてしまったことで相手の人が死んでしまったという事は全国でおきて

います。相手を傷つけた人は一生後悔を背負って生きることでしょう。

一方で、みんなで生活している以上、トラブルはつきものです。皆さんの家族でも兄

弟げんかやちょっとしたトラブルはあるでしょう。そんな時に思わずきつい言葉などで

相手を傷つけてしまった経験はありませんか？そんな時はどうしたらいいのでしょう？

立派な大人とは自分の間違いに気がつける、間違ったことは素直に認めて謝ることがで

きる人です。そしてそれを直していくことで立派な大人に近づいていくのです。

改めてお話します。

命を奪うことは絶対にあってはなりません。

命までは奪わなくとも、体や心に取り返しのつかない傷を負わせてはいけません。

特に心です。人を傷つけてはなりません。

もし傷つけてしまったら、それに気づき、謝り、行動を改める人になりましょう。

７／１１校長講話より

当日は原稿なしで話しましたので、使用した言葉や言い回しなどは子どもたちに話した

ものとは異なりますが、伝えたいことは以上のようなことです。また、焦点がぼけないよ

うにと当日は話しませんでしたが、良好な関係を築くには自分自身を振り返って謝ったり、

行動を改めたりするだけでなく、過去を引きずらず、悔いている相手は許容することも大

切なことです。この点も加えて、ご家庭で行動を振り返らせながら、かみ砕いてご指導い

ただければ幸いです。
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学校運営協議会が開催されました
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